
第９号のミニ通信は県北・相双担当支援員からの報告です。

【県 北】          （震災復興支援員県北担当 佐々木）

あけましておめでとうございます。

昨年 12 月 12 日～14 日に福島銀行展示即売会が行われました。66 施設が出店し、

6 千点を超える商品が出品され、銀行員さんや各方面の方にご来場いただき、２２０万円の

売上が有りました。

会場では、4 施設がステージイベントを披露、４施設が実演・体験コーナーを設営しました。

外では模擬店コーナーを設け、3 施設が熱い物をお客様に提供し、コーヒーコーナーもでき

ました。

また、初日には、あたまがふくしまちゃんのキャラクターが会場を盛り上げてくれました。

【相 双】           （震災復興支援員相双担当 佐藤）

新年明けましておめでとうございます。

本年も元気で各施設の支援活動を行いますので宜しくご指導のほどお願い致します。

平成２５年度に続き県内 6 圏域における展示試食会を実施中ですが、相双圏域では地元

企業株式会社キクチ（総合食品スーパー）様のご協力をいただきフレスコキクチ東原町店の

一部店舗をお借りして 1 月 26 日（月）～27 日（火）の 2 日間、試食並びに展示即売会を

開催します。地元の 9 施設が参加いたしますが、相双地区の皆様方・行政・企業団体のご理

解をいただき、よりよい販売会にしていきたいと思っております。

また、2 月１２日（木）～１３日（金）に福島市のコラッセふくしまで「モノ作りびとフェ

ア―」を開催します。参加を希望する施設があれば是非各支援員に申込みください。

≪本部からのご連絡≫

今年も恒例の授産施設新製品(商品)開発コンクール及び授産施設関係職員等研修会

を 1月 31 日(土)～2月 1日(日)に実施いたします。

開発コンクールには 26施設 47 製品が参加予定です。

研修会は①県の行政説明②日本セルプの実践報告③震災避難施設の報告④宮城県の

施設の基調講演を行います。
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